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河口湖消防署の職員により船津小学校消防検査をおこないました。 

消防設備を点検することが有事の際、子供達の安全につながります。 

 

山梨県消防学校に入校している初任科生が、河口湖訓練塔で現地研修（救助）をおこないました。 

ロープ登はん及びロープ降下等の訓練をしました。 

 

 

山中湖の「報湖祭神事・

水難供養形代流し」に

消防長が出席しまし

た。 

 



河口湖消防署の職員により、湖上祭の花火検査及び露店検査を実施しました。 

花火大会は無事に終了することができました。 

 

 

7 月下旬から８月上旬にかけ、中学生・高校生の職場体験を実施しました。 

将来、富士五湖消防本部で一緒に働けることを期待しています。 



富士五湖消防本部庁舎視察に、林芳正総務大臣及び堀内詔子副大臣が来庁されました。 

視察ルートは、屋上ヘリポート・２階本部事務所・１階富士吉田消防署・緊急車庫・ 

バギー試乗・山岳救助訓練・３階大会議室（林野火災説明）の順となりました。 



水難救助隊新隊員選抜試験を、昭和大学屋内プールで実施しました。 

試験に合格した者は、水難救助隊員として必要な訓練を受けることになります。 

 

消防学校に入校中の初任科生が２４時間勤務し、現地研修をおこないました。 

先輩の指導により、救急訓練・放水訓練・体力訓練等を実施しました。 

 

全国消防救助技術大会に出場する２種目（ロープブリッジ渡過・ほふく救出）が消防長査閲をおこな

いました。全国大会での活躍に期待します。 

ました。 



ベルテール富士吉田園の子供達が署見学に来庁しました。 

主に緊急車両（消防車・救急車）を見学していただきました。 

 

第５４回全国消防救助技術大会が新潟県で開催され、富士五湖消防本部から２種目（ロープブリッジ渡過・

ほふく救出）が出場しました。たくさんの応援ありがとうございました。 

ました。 



吉田の火祭り露店検査を、予防課で実施しました。 

安全にお祭りを楽しんでいただくために、検査をしています。 

 

７月に開催された消防救助技術関東地区指導会並びに、８月に開催された全国消防救助技術大会

で入賞した隊員に対し、表彰伝達式をおこないました。お疲れ様でした。 

 

鳴沢村防災訓練で、消防団

による林野火災を想定した

訓練を実施し、西部出張所

の職員が指導をおこないま

した。 

 

山梨県防災リズム体操（富士山火山編）の撮影があり、本部・吉田署の職員が参加しました。 



新倉山浅間公園で、英会話講習・野外実習をおこないました。 

多くの外国人の方々と交流することができ、良い野外実習となりました。 

 

 

 

救急の日に伴い、富士五湖消防本部に功労があった方々に対し、表彰式がとりおこなわれました。 

３事案（３団体及び１個人）に表彰状が交付されました。 

今年度、新たにＡＥＤを設置していただいた３施設に、表彰交付式がとりおこなわれました。 

まちかど救急ステーションが多くなればなるほど、救命できる可能性が高まります。 

消防本部警防課の職員により、富士吉田市の防災訓練に参加しました。 

富士山噴火が発生した想定で、市職員と連携し災害対策本部で活動しました。 

 



 

救急医療週間中に、ザ・ビッグ富士吉田店・イッツモア・富士吉田店・ショッピングセンターＢＥＬＬ 

において、救急車の適正利用等、啓発活動を実施しました。 

 

都市型ロープレスキューの認定試験を富士五湖消防本部で実施しました。 

知識・技術を習得することが、円滑な現場活動に繋がります。 

 

河口湖消防署職員の指導のもと、普通救命講習を実施しました。 

ＡＥＤ、心肺蘇生法及び三角巾等の使用方法を、積極的に学ばれていました。 

 



 

急な病気やけがで病院に行くか迷ったときは 

救急安心センターやまなし（救急電話相談） 

休日・夜間に病院をお探しのときは（富士北麓地域） 

富士五湖消防本部（音声ガイダンス） 

緊急的な搬送が必要と判断した場合に 

救急車を要請するときは 



 

 

消防活動を行う中で、紫外線による健康被害から職員の目を守るとともに、強い日差し 

   や積雪時等の反射光の下での視認性確保や安全性向上などの消防業務の安全対策強化のた 

め、職員が業務中にサングラスを着用することがあります。 

ご理解をいただきますようよろしくお願いいたします。 

 

 

 

車両運転時 はしご車操縦時 ドローン操縦時 

   
 

令和７年８月１９日    

富士五湖消防本部 管理課 

電話 0555-22-4428 





 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

口頭指導は、危機的状況に陥った傷病者のそばに居合わせた人から情報を聴取し、状況に

適した応急手当を指示して実行してもらうことにより救命効果の向上を図るために実施し

ています。 

突然の状況で大変かと思いますが、指令センター職員へのご協力をお願いいたします。 



富士五湖消防本部では、１分１秒を争う住民の命を

守るために「富士五湖まちかど救急ステーション」

標章制度を運用し、コンビニや一般企業などの施設

のご協力のもと普及をしています。 

住民のためにＡＥＤによって救命できる体制への

ご支援、ご協力をお願いいたします。 

 

詳しい内容は、富士五湖消防本部 救急課 

（0555-22-4430）までご連絡ください。 

緊急時には、富士五湖消防本部ホームページまたは

ＣＡＴＶ富士五湖データ放送 救急医療情報の富士

五湖まちかど救急ステーションQRコードを活用して

MAP をご覧ください。 
大事な命を守る！ 

救急ステーション MAP QR コード 

平成 23 年から「住宅用火災警報器」の設置が義務付けられてい

ます。富士五湖地域の設置(率)状況は 78％(令和 3 年度)です。 

住宅火災による死者は、年間約 1,000 人にも上り、そのほとん

どが逃げ遅れによるものです。 

安全な生活を送るために、住宅用火災警報器を設置しましょう。 

 

【住宅用警報器を設置されている皆様にお願い】 

 定期的な点検をお願いするとともに、設置から 10 年経過してい

ましたら交換をお願いいたします。 

 

 ※住宅用火災警報器の詳しい内容は、富士五湖消防本部ホーム

ページもしくは下記 QR コードからご覧ください。 

住宅用火災警報器の詳細 QR コード 



軽い症状でも救急車の利用する人が増えています。 

 

当消防本部の救急車は 6台です。近く消防署から救急車

が出場している場合は、遠くからの救急車が出場すること

となります。 

 

事故による大けがの人や、心筋梗塞や脳卒中などで緊急

に病院へ搬送しなければならない場合に遅れてしまいま

す。 

 

 皆様のご協力をお願いいたします！ 

 





 

救急隊は現場を出発するまでに、救急車を要請した状況や症状の確認、傷病者の観察・処置をした内容を

病院へ連絡をしています。また、症状や観察の結果、病歴、掛かり付け病院、出動場所の位置などを考慮し

て搬送先病院を選定します。病院への連絡は、救急隊だけでなく消防本部の指令センターと協力しながら行

っています。  

 

病院でもすべての症状に対応出来るわけではありません。救急隊は、病院の受入れ情報をもとに近隣の受

入れ先を探しますが、特に夜間、休日などは救急診療に限られるため、病院がひっ迫している状況など

により、病院への依頼回数が多くなることで、現場への滞在時間が長引くことがあります。ま

た、医師の判断によっては救急車ではなく、家族等により自家用車で来るよう指示がある場合

があります。 

限られた医療資源を守るためにも救急医療の適正利用にご協力をお願いします 

 



  

 

閲覧していただくとともに、 

フォロー・登録等を 

よろしくお願いいたします。 

応急手当普及講習受講申

請書もメールで送れるよ。 



 こちらもご覧ください。 

 活用してニャ♬ 



毎月富士五湖消防本部の出場状況やイベント

を FMふじやまさんのご協力のもと、お知らせい

たします。 

毎月第３金曜日。１３時００分頃から FMふじ

やまラジオでの広報です。 

☆消防に関する広報 

１）今月の火災原因、救助内容、救急内容 

２）火災、救助、救急の予防を促す 

３）消防の各種イベントのお知らせ 

４）その他（消防署の仕事、消火器の説明、住

宅火災用警報器の説明、初期消火の仕方、女性消

防士の紹介、救急救命士の役割、普通救命講習会

の開催、心肺蘇生法やAEDの取り扱い説明など） 

 

当消防本部のカレンダーを作成しました。 

ホームページにてダウンロードできます。 

ぜひ、ご活用ください。 

 

【富士五湖消防本部ホームページQRコード】 

 



 火災    ３４件 

 救急 ４，０８９件 

 救助   １１８件 

    《速報値》 

 火災    ４８件 

 救急 ５，６６８件 

 救助   １４５件 

    《確定値》 

毎月富士五湖消防本部の出場状況やイベント

を CATV 富士五湖さんのご協力のもと、お知ら

せいたします。 

毎週、日曜日16時 30分～・22時 30分～ 

CATV 富士五湖の 10ch「ミライちゃんから

のお知らせ（富士五湖消防本部）」という番組で

放映（約5分）。（まちの話題【11ch】でも不定

期に放送） 

☆消防に関する広報 

１）今月の火災・救助・救急件数 

２）今月の火災原因、救助内容、救急内容 

３）火災、救助、救急の予防を促す 

４）消防の各種イベントのお知らせ 

５）その他（消防署の仕事、消火器の説明、住

宅用火災警報器の説明、初期消火の仕方、女性消

防士の紹介、救急救命士の役割、普通救命講習会

の開催、心肺蘇生法やAEDの取り扱い説明など） 

 



第３１号は８月,９月の行事、当消防本部の「お願い」と「お知らせ」をご紹介しました。 

第３２号（１０月,１１月）も富士五湖消防本部の行事を中心に、盛りだくさんでお伝えします。お楽しみに。 

                                              広報室長 


